


a E

3.2 ԋश՝୊

ଌఆσʔλ

V [V] 1.50 3.00 4.50 6.00 7.50 9.00

I [A] 5.64× 10−2 1.12× 10−1 1.86× 10−1 2.22× 10−1 3.25× 10−1 3.32× 10−1

՝୊

ిྲྀ I ͱిѹ V ͷؒʹɺI = aV ͱ͍͏͕ؔ͋܎Δ΋ͷͱਪఆ͠ɺࠓճͷଌఆ஋Λ࠷

΋Α͘ද͢ a ͷ஋Λ୳͢͜ͱΛ͑ߟΔɻ

(1) a ͷ஋Λ 0.02 ͔Β 0.01 ΈͰɺ0.06ࠁ ·ͰมԽͤ͞ΔɻͦΕͧΕͷ a ͷ஋ʹ͍ͭ

ͯɺೋ৐ࠩޡ E Λ͠ࢉܭɺҎԼͷදʹॻ͖ࠐΊɻ

aͷ஋ 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06

E ͷ஋

(2) ճௐ΂ͨࠓ a ͷ஋ͷதͰɺ࠷΋ྑ͘ଌఆσʔλΛද͢΋ͷ͸Կ͔ɻͦͷ a Λ༻͍

ͨ I = aV ͷ௚ઢΛɺάϥϑதʹ ࣮ઢͰ͔͖͜Ίɻ

σʔλɾ఺ઢɾ࣮ઢͷ͕͔͖̏ͭ͜·ΕͨάϥϑΛఏग़ͤΑɻ
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実験をする 構想を練る 問題を解く 情報を集める 
材料を集める

これが最も重要

内容が正確に伝わるように書く

その上で

これが不十分だと，内容が良くても 
良いレポート・論文にはならない



試験答案の読者 = 先生

何のために大学の先
生は試験をするのか?

読者と目的の分析

その科目の内容を理
解しているかどうかを

確認するため

対策

「ちゃんと内容を理解してまっ
せ」ということがアピールでき

る答案を書く

もちろん内容を理解していることが前提



どういう人が読むかを想定する

実は非常に大切

想定される読者によって書き方が変わる

専門家? 一般人?例 学生?

文書の目的 読者



誰に何を伝えたいかを考える

レポート

ノート

論文

先生に

未来の自分に

研究者コミュニティに

現在の自分の理解を

内容の理解度を

自分の発見がいかに重
要で面白いかを

エントリーシート 人事担当者に 自分自身の価値を

まずは戦略を練ることが重要

この目的を達成するためには何をどう書くか?



良い科学レポートを書くには…

正確に相手に伝える 
曖昧さはないか? 
独り善がりではないか?

読み手を想定・理解

正しい言葉で書く

形式を整える
読み手のレベル 
読み手の立場 
どういうものが期待され
るか

科学レポートには形式がある 
業界の習慣に従う(見本を真似する) 
形式に則って書かれたレポートは，読者
が安心して読むことができる。 
文芸作品と異なり，形式に独創性は不要 
もちろん内容には独創性が必要



日本語は言文一致だが 
それでも話し言葉と書き言葉は違う

話し言葉は多少いい加減でも許される

書き言葉(特に科学レポート)には正確さが求められる

あとに残らない(最近は必ずしもそうではないが…) 
曖昧な点があれば，目の前にいる話し手に質問すればよい 
イントネーションや表情等で情報が補強される 
もちろん，正しい言葉遣いで話そうとする努力は重要

末代まで記録が残ってしまう(かもしれない) 
書き手が目の前にいる可能性は低いので，曖昧な点があると誤解されや
すい。 
正確に伝えるためには正確な言葉で。 
頭のよさそうな(インテリっぽい)書き方をしたほうが絶対に得。



例：英会話と英作文

英会話の最中に辞書や文法書を開いて正しい言葉
遣いを一々調べている余裕はないし，意思疎通が
図れればそれで問題ないことが多い。

英作文(例えば英文でメールを書く場合)のときには，
辞書と文法書を駆使して，なるべく正しい英語を
書く。

日本語の作文でも同じ

もちろん正しい英語が咄嗟に出てくるよ
うに，日頃勉強しておくことは重要



どうすれば正しい日本語が書けるようになるか?
基本はたくさんの正しい日本語に触れること!

新聞や本を読む!

さらに，レポートや論文を作成するためには
理系の教科書・参考書・雑誌・論文などをたくさ

ん読んで，正しい表現を身につけていく。
いい表現を真似することから始めよう!

内容を真似してはいけない!!!!

まずは1日1記事と1週間1冊を目標に



v

 



評価は低い 評価が高い

問題: 高さ hから静かに質点を落下させる。地上に落
ちたときの速さ v を求めよ。重力加速度を g とする。

1

v = gt , x =
1

2
gt2 .

h =
1

2
gt2 ,

t =

√
2h

g
.

v = gt = g

√
2h

g
=

√
2gh .

2

鉛直下向きに x軸をとる。等加速度運動なので，初
期条件より

v = gt , x =
1

2
gt2 .

地上に落下した時点では x = hなので，

h =
1

2
gt2 ,

ゆえに，このときの時刻は

t =

√
2h

g
,

これを速度の式に代入すると

v = gt = g

√
2h

g
=

√
2gh

よって，求める速さは v =
√
2ghとなる。

3



文書の種類に応じた形式がある

株式会社デザインフィル 
 「手紙の書き方」より

科学レポートの場合，
基本的には分野の慣習
や出版社の規則に従う

一応の参考：SIST(科学技術情報流通技術基準)， 
「科学レポートの様式」 

http://jipsti.jst.go.jp/sist/handbook/sist09/main.htm

授業のレポートなどは
その課題の指示に従う 
(例，用紙サイズ等)

http://jipsti.jst.go.jp/sist/handbook/sist09/main.htm


先頭部分(タイトルページ)

本文

末尾



表題(タイトル) 
著者名および著者に関する情報(学籍番号等，
論文の場合には所属機関や連絡先) 
論文の要旨(アブストラクト) 
目次(短かいものなら不要) 
その他各種情報



雑誌情報，巻数，頁数等

タイトル

著者(分野によっては順番も大事)
所属

概要(アブストラクト)キーワード
受領日等



序論 
導入部分，動機づけ，その分野おける位置付けの
紹介，簡単なまとめ(何をやろうとしているか)等

本論 
実際にこのレポート・論文で行った調査，実験，

解析の詳細な説明

まとめ 
結果のまとめと総括，今後の展望，残った課題等



章，節に分けて分かりやすく(全体が短かい場合は分け
なくてもよい)。 
段落を適切に区切る。違う話は違う段落で。 
適宜参考文献を引用する 
図は表を使って分かりやすく



段落
1つの段落内の話題は1つのまとまったものに 
段落は明確に書く(最初を字下げする等) 
段落の最初の文がその段落の主題を表す文となるよう心掛ける

章・節
同じ方向性の主題をもつ段落をいくつか集めて節をつくる 
同じ方向性の主題をもつ節をいくつか集めて章を作る

例:
第2章： ダークマターについて 
2-1節: 観測 
2-2節: ダークマターの候補 
2-3節: 各種の制限 

銀河の回転曲線 
宇宙背景放射の測定

… …



暫定的な目次を作る 
1章 レポートの目的 
2章 電流と電圧の測定値 
3章 モデルの話 
4章 モデルパラメータの推定 
5章 考察

本文を書く前に，まず章節分けを考え，
暫定的な目次を作る

第1章の段落分け構想 
(第1段落)�自然科学におけるモデルとは何か？ 
(第2段落)�最小二乗法の簡単な紹介 
(第3段落) このレポートの目的は…

各段落に何を書くのかも決める。

書きやすそうな段落から
どんどん書いていく

一通り全体ができたら，
推敲を行う

必要なら構成を練り直す



レポート・論文は時間をかけて推敲すればす
るほど必ず質が向上する!

もっとも，人生の時間は限られているので，どこかの段階(締
め切り等)で妥協して終わらせる必要はある

このような書き方をする際に，パソコンは便利

推敲する習慣を身につけよう!

自分の書いたものを，様々な観点から，批判的に
読み返すことが大切



図や表にはそれぞれ通し番号をつける。

図や表を適切に利用すると，非常に分かりや
すいレポートになる。
(多分，ほぼ全てのにとって，文字情報より視覚情報のほうが，
直感的に分かった気になれる)

本文中で必ずその図や表を引用すること!
本文中で言及されない図表は不要

※式を引用するときも通し番号をつけて，その番号を使う

例:測定結果を表3に示す。これをグラフにしたもの
が図3である。この結果と式(5)とを見比べることで…



表の説明 
(キャプションという)

通常表の上につける

表番号 
(引用時に使用)

項目の説明

3.2 ԋश՝୊

ଌఆσʔλ

V [V] 1.50 3.00 4.50 6.00 7.50 9.00

I [A] 5.64× 10−2 1.12× 10−1 1.86× 10−1 2.22× 10−1 3.25× 10−1 3.32× 10−1

՝୊

ిྲྀ I ͱిѹ V ͷؒʹɺI = aV ͱ͍͏͕ؔ͋܎Δ΋ͷͱਪఆ͠ɺࠓճͷଌఆ஋Λ࠷

΋Α͘ද͢ a ͷ஋Λ୳͢͜ͱΛ͑ߟΔɻ

(1) a ͷ஋Λ 0.02 ͔Β 0.01 ΈͰɺ0.06ࠁ ·ͰมԽͤ͞ΔɻͦΕͧΕͷ a ͷ஋ʹ͍ͭ

ͯɺೋ৐ࠩޡ E Λ͠ࢉܭɺҎԼͷදʹॻ͖ࠐΊɻ

aͷ஋ 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06

E ͷ஋

(2) ճௐ΂ͨࠓ a ͷ஋ͷதͰɺ࠷΋ྑ͘ଌఆσʔλΛද͢΋ͷ͸Կ͔ɻͦͷ a Λ༻͍

ͨ I = aV ͷ௚ઢΛɺάϥϑதʹ ࣮ઢͰ͔͖͜Ίɻ

σʔλɾ఺ઢɾ࣮ઢͷ͕͔͖̏ͭ͜·ΕͨάϥϑΛఏग़ͤΑɻ
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 0

 0.02

 0.04

 0.06

 0.08

 0.1

 0.12

 0.02  0.025  0.03  0.035  0.04  0.045  0.05  0.055  0.06

E

a

図番号と図の説明 
図の場合は，図の下に書くの
が一般的 



謝辞(必要に応じて書く。) 
引用文献のリスト 
付録(本文の流れとは直接関係ないが，あると
便利な公式等) 
… 謝辞の例



レポート・論文の内容が100%オリジナルである
という状況はまず起こり得ない。
通常は，アイデアを着想するにあたってヒントと
なった先行研究や，レポート・論文内で利用した
先行研究のデータや解析結果等が存在する。
また，その研究の位置づけを説明するためにも，
関連する研究の紹介は不可欠
また，そのレポート・論文の内容が，広く関心を
引くものであると主張するためにも引用すべし



引用を表す(番号は引用された文献リストに対応)

読者側のメリット 引用されている内容 知っている
内容なら

OK
よく知らない

[10]を読んで勉強

末尾の文献リスト

※リストの書式等は雑誌・業
界による



論文の被引用数は研究を評価する際に重要視される
ついうっかり引用を忘れると，お叱りを受けることも…

これはまだ表現がソフトな例



他人の著作物の一部を本文中でそのまま利用する
場合には，より細心の注意が必要

引用を適切に行わないと，著作権法違反に問われたり，盗作と
みなされる可能性もある!!

ブログ等で他人のサイトを参照して「リンク」を張る場合に比べ
て，他人の文章を自分の文章中で引用(“quote”)する場合の

方がルールに気をつかわなければいけない。



「朝日新聞デジタル版 サイトポリシー」より



書籍であれ，Webであれ，調べた情報は自分で検討・確認
をし，内容を消化した上でレポートに取り込むこと。何も
考えずにコピペするのは駄目! 
Webによる情報検索は便利だが，依存しすぎないこと 
Web情報は玉石混交であり，不正確な情報や間違った情
報も多い。必ず別の経路で情報のウラをとること。 
実は書籍の情報でも，気をつけないといけないのは同じ 
査読付き論文は査読されている分だけ信憑性が上がる 
情報は自分自身で批判的に吟味した上で引用すること。 
いかなる場合も引用元は明記すること!(最低限のルール)

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1310358173
http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1310358173




他人の文章の丸写しは 
絶対やってはいけない!
(場合によっては自分の過去の文章であっても)

こんな便利なサイトやツールもあります。 
剽窃チェッカー 

http://plagiarism.strud.net 
コピペルナー 

http://www.ank.co.jp/works/products/copypelna/

http://plagiarism.strud.net
http://www.ank.co.jp/works/products/copypelna/


戸田山和久 『論文の教室』 NHK出版 

結城浩 『数学文章作法 基礎編』ちくま学芸文庫 

木下是雄『理科系の作文技術』中公新書 

木下是雄『レポートの組み立て方』ちくまライブラリー 

クヌース『クヌース先生のドキュメント纂法』共立出版 

カーニハン&パイク『プログラミング作法』アスキー 

Boswell&Foucher,『リーダブルコード』オライリージャパン


